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かけがえのないあなただから 
    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※参考：伊丹敬之 著「経営を見る眼」 

                                              埼玉県教育委員会「不祥事防止研修プログラム」 

「10分でできる不祥事予防研修」 

校内倫理委員会や職員会議のはじめ等にご活用ください。 

 年度末に向けて、改めて自分達の取組みについて振り返ってみましょう。これからも先生方が健康・安全・笑顔で勤務できるよう

に。そして、児童や生徒、保護者に信頼され、地域に愛される学校を築いていくために。大事なことは何度でも！ 

まずは、以下の項目について、もう一度自分の学校での取組

みや不祥事防止の意識について振り返ってみましょう。 
 

１ 体罰の根絶について 
 ・子供の人権や未来を尊重し「体罰を絶対にしない」という先生方の意識 

・アンガーマネジメントについての理解と実践 

２ 交通事故・違反の未然防止について 
 ・学区内および通勤範囲内の交通事故、交通違反注意箇所のチェック 

 ・交通安全週間、公開取り締まり情報の共有など 

３ 飲酒運転の撲滅 
 ・「飲酒運転をしない・させない」ための職員間の約束の再確認 

４ セクハラ・パワハラ・わいせつ事案防止について 
 ・子供、保護者、同僚等、誰に対しても相手の立場にたった「言葉遣い」

「人との接し方」を意識していますか 

５ 健康管理について 
 ・健康診断で「要精検」があった項目について受診状況など 

 ・時間外勤務時間の確認やストレスチェックについて 

★今年度のうちに、職員間で「これだけは確認しておきた

い」ということはありませんか？ 

 

 

★来年度、さらに研修したい、みんなで考えを深めたいこ

とは何ですか？ 

 不祥事防止を考える上で、「性善説」「性悪説」ではなく、

人はもともと弱いものだという考え方に基づく「性弱説」と

いう考え方があります。当然、多くの人は悪いことをするつ

もりはなく、真面目に一生懸命に頑張っています。しかし、

「自分は勘違いやうっかりミス等を起こすはずはない」と言

い切れる人はいないのではないでしょうか。だからこそ、自

分達の意識や行動を定期的に振り返りながら、みんなで良い

行動・環境を維持・改善していくためのシステムづくりが大

事なのです。 

子供と共に私達も 


